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要旨：Oncoplastic Breast Surgery（OBS）が広く知られるようになり，乳房部分切除術は様々な手技や工夫
のもとで実施されるようになっている．乳癌に対する乳房部分切除では，術後の外観を改善するため変形
が少なく，対側乳房との対称性を維持する必要がある．今回，我々は術前化学療法により腫瘍は著明に縮
小したものの，石灰化病変が広く残存した症例に対して，OBSの一つの手技である Rotation flapを用いて
乳房部分切除術を実施し，良好な整容性を維持できた 1例を報告する．
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